
 

 

第 １ 回 図 書 館 基 本 計 画 策 定 委 員 会  議 事 要 録  

 

日  時  平 成 30 年 3 月 20 日 （ 火 ）   1 7 時 30 分 開 会   19 時 30 分 閉 会  

場  所  中 央 図 書 館 ３ 階 視 聴 覚 ホ ー ル  

出 席 者  委 員 10 名  

赤 羽 委 員 、 大 津 委 員 、 岡 本 委 員 、 桂 委 員 、 金 子 委 員 、 北 本 委 員 、

竹 内 委 員 、 舩 﨑 委 員 、 松 山 委 員 、 毛 利 委 員  

宮 崎 教 育 長  

事 務 局 12 名  

養田図書館長 、奥 野武蔵野プレイス副館長、柏倉吉祥寺図書館長、  

加藤 課長 補佐、前田課長補佐、盛田課長補佐、森本課長補佐、秋庭

係長、 荒 木係 長、須藤主事  

 

内  容  １  委 嘱 状 交 付  

２  教 育 長 挨 拶   

３  委 員 紹 介  

４  出 席 者 紹 介  

５   議 事  

（ １ ） 委 員 長 、 委 員 長 職 務 代 理 の 選 出 に つ い て （ 資 料 １ ）  

（ ２ ） 現 計 画 の 概 要 に つ い て （ 資 料 ２ − １ 、 ２ − ２ ）  

（ ３ ） 基 礎 調 査 の 実 施 結 果 に つ い て （ 資 料 ３ − １ 、 ３ − ２ ）  

（ ４ ） 今 後 の 予 定 に つ い て （ 資 料 ４ ）  

（ ５ ） そ の 他  

 

【 司 会 】  

定 刻 と な っ た の で 開 会 す る 。  

 

１  委 嘱 状 交 付  

【 司 会 】  

初 め に 委 嘱 状 の 交 付 を 行 う 。  

各 委 員 は 自 席 に て お 受 け 取 り 頂 く 。  
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＜ 委 嘱 状 交 付 ＞  

続 い て 教 育 長 よ り ご 挨 拶 す る 。  

 

２  教 育 長 挨 拶  

【 宮 崎 教 育 長 】  

た だ 今 、 委 嘱 状 の 交 付 を 行 っ た 。 現 在 の 図 書 館 基 本 計 画 が 年 限 を 迎

え る に あ た り 、 皆 様 に は 委 員 と し て 次 期 基 本 計 画 の 策 定 に つ い て 協 議 頂

き 、 意 見 を 賜 る 。  

吉 祥 寺 図 書 館 が ４ 月 に リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン す る こ と も あ り 、 市 民

の 図 書 館 へ の 関 心 は 高 ま っ て い る 。 市 民 の 皆 さ ま の ご 意 見 を 反 映 し な が

ら よ り よ い 図 書 館 と し て い き た い 。  

武 蔵 野 市 で は 、 教 育 振 興 基 本 計 画 を 分 野 別 に 策 定 し て い る 。 図 書 館

基 本 計 画 は そ の 分 野 別 計 画 の ひ と つ に あ た り 、 教 育 の 振 興 に お い て 大 切

な も の と 位 置 づ け て い る 。  

昨 今 、 IC T の 急 激 な 進 展 や ス マ ー ト フ ォ ン の 普 及 な ど に よ り 、 書 籍 や

雑 誌 な ど 情 報 の あ り 方 が 大 き く 変 化 し て い る 。 こ の よ う な 変 化 の 時 代 に

お い て 、 市 民 の ご 期 待 に 応 え ら れ る 図 書 館 の 姿 を ご 検 討 い た だ け れ ば 幸

い で あ る 。  

委 員 会 の 回 数 が 多 い た め 委 員 の 皆 さ ま に は ご 負 担 と は 思 う が 、 市 民

の 皆 さ ま の た め に も ぜ ひ ご 協 力 頂 き た い 。  

 

３  委 員 紹 介  

【 司 会 】  

出 席 い た だ い て い る 委 員 を 紹 介 す る 。 自 己 紹 介 を お 願 い し た い 。  

  

【 委 員 】  

武 蔵 野 市 で 生 ま れ て 育 ち 、 別 の 地 域 に い た 時 期 も あ る も の の 現 在 も

居 住 し て お り 、 図 書 館 に は お 世 話 に な っ た 。 お 返 し を し た い 気 持 ち で 参

加 し て い る 。  

 

【 委 員 】   

武 蔵 野 市 に 2 0 年 く ら い 住 ん で い る 。 電 子 化 や 超 高 齢 化 な ど 大 き な 社

会 変 化 の な か で 、 図 書 館 も 変 わ っ て い か な け れ ば な ら な い 時 代 と 思 う 。

市 民 に と っ て 楽 し い 図 書 館 に な る よ う 、 皆 さ ん と と も に 考 え て い き た い 。  
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【 委 員 】  

７ 年 前 に 武 蔵 野 市 に 転 居 し 、 い き い き セ ミ ナ ー に 参 加 し た 。 そ の 同

窓 生 と 集 ま り 、 読 書 会 を 月 に １ 回 開 催 し て い る 。 人 に よ っ て 読 み 方 や 感

想 が 違 い 勉 強 に な る 。 こ う い っ た 経 験 を 生 か し 、 リ タ イ ヤ し た 人 な ど に

も 読 書 の 楽 し さ を 味 わ っ て ほ し い と の 思 い も あ り 、 こ の 委 員 会 に 参 加 し

て い る 。  

 

【 委 員 】    

学 校 現 場 に 勤 め て い る 立 場 か ら 、 学 校 と 図 書 館 の つ な が り や 連 携 を

検 討 し て い け れ ば と 考 え て い る 。  

 

【 委 員 】   

平 成 15 年 度 ま で 15 年 以 上 、 市 の 図 書 館 で 勤 務 し て い た 。 今 は 現 場

か ら は 遠 ざ か っ て い る が 、 皆 さ ん の 意 見 を 聴 き な が ら 勉 強 し て い き た い 。  

 

【 委 員 】   

大 学 の 常 任 講 師 、 図 書 館 職 員 と し て 奉 職 し て き た 。 学 生 時 代 か ら ず

っ と 武 蔵 野 市 の 図 書 館 を 利 用 し 、 司 書 の 実 習 も こ こ で 行 っ た 。 武 蔵 野 市

の 図 書 館 に は 深 い 愛 情 と 思 い 入 れ を 持 っ て い る 。 役 に 立 て る こ と が あ れ

ば と 参 加 し て い る 。  

 

【 委 員 】  

1994 年 に 転 居 し て き て 、 人 生 の 半 分 は 武 蔵 野 市 で 過 ご し て い る こ と

に な る 。 図 書 館 情 報 学 が 専 門 で 図 書 館 運 営 委 員 で も あ る が 、 地 元 に い い

図 書 館 が あ る の は と て も よ い こ と と 思 う 。 地 元 に 役 立 て れ ば と 思 い 参 加

し て い る 。  

 

【 委 員 】  

京 都 に 在 住 し て い る 。 修 士 論 文 の と き に 武 蔵 野 市 の 図 書 館 に お 世 話

に な っ て 以 来 の 縁 で 、 図 書 館 運 営 委 員 を 務 め て き た 。 昨 今 、 大 学 で は ラ

ー ニ ン グ コ モ ン ズ と い う 、 学 生 た ち が 一 緒 に 学 べ る ス ペ ー ス の 整 備 が 進

ん で い る が 、 今 回 の 計 画 に お い て も 、 市 民 が 共 に 学 ぶ 活 動 の 場 の 支 援 な

ど を 検 討 し て い け れ ば と 思 う 。  
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【 委 員 】    

今 は 横 浜 在 住 だ が 、 武 蔵 野 市 に は 大 学 時 代 な ど 1 0 年 程 度 住 ん で お り 、

図 書 館 に は お 世 話 に な っ た 。 全 国 の 図 書 館 に 関 す る 情 報 を 有 し て い る の

で 、 新 し い 公 共 図 書 館 の あ り 方 を 皆 さ ん と 検 討 し て い け れ ば と 思 っ て い

る 。  

 

【 委 員 】    

武 蔵 野 市 の 教 育 部 長 と し て 参 加 す る 。 図 書 館 基 本 計 画 は 1 0 年 計 画 と

し て 策 定 さ れ る た め 、 1 0 年 間 何 を す る の か ・ 1 0 年 後 に 何 を 実 現 す れ ば

よ い の か 、 こ の 二 つ の 観 点 か ら 考 え て い く 必 要 が あ る と 思 う 。 変 化 す る

部 分 、 変 化 し な い 部 分 な ど 様 々 で あ る が 、 皆 さ ま と 議 論 し な が ら 検 討 し

て い き た い 。  

 

【 司 会 】  

公 務 の た め 、 こ こ で 教 育 長 は 退 席 す る 。  

 

４  出 席 者 紹 介  

【 司 会 】  

続 い て 、 本 日 出 席 し て い る 職 員 等 を 紹 介 す る 。  

（ 以 下 、 順 に 事 務 局 あ い さ つ ）  

  

５ ． 議 事  

【 司 会 】  

続 い て 、 議 事 に 移 る 。  

 

★ 議 題 （ １ ）  「 委 員 長 、 委 員 長 職 務 代 理 の 選 出 に つ い て 」  

 

【 図 書 館 長 】  

今 回 の 委 員 会 設 置 要 綱 の 規 定 で 、 委 員 長 は 教 育 長 の 指 名 と な っ て お

り 、 あ ら か じ め 舩 﨑 委 員 が 指 名 さ れ た 。 同 じ く 規 定 に よ り 、 委 員 長 が 委

員 長 職 務 代 理 者 を 指 名 す る こ と と な っ て い る の で 、 指 名 を お 願 い し た い 。  

 

【 委 員 長 】  

毛 利 委 員 に 職 務 代 理 を お 願 い し た い 。  

（ 毛 利 委 員 、 異 議 な し ）  
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【 図 書 館 長 】  

委 員 長 、 職 務 代 理 者 に 就 任 の 挨 拶 を お 願 い し た い 。  

 

【 委 員 長 】  

大 任 で あ る が 、 ふ つ つ か な が ら や ら せ て い た だ く 。 皆 さ ま の ご 協 力

を お 願 い し た い 。  

 

【 職 務 代 理 者 】  

私 は 図 書 館 制 度 経 営 論 と 情 報 サ ー ビ ス 論 を 専 門 と し て お り 、 そ れ ら

の 立 場 か ら 協 力 し て い け れ ば と 考 え る 。 よ ろ し く お 願 い し た い 。  

 

【 図 書 館 長 】  

以 降 の 議 事 進 行 に つ い て は 委 員 長 に お 任 せ し た い 。  

 

【 委 員 長 】  

承 知 し た 。  

次 に 武 蔵 野 市 図 書 館 基 本 計 画 に つ い て 。  

事 務 局 よ り 説 明 を 。  

 

★ 議 題 （ ２ ）  「 現 計 画 の 概 要 に つ い て 」  

【 図 書 館 長 】  

資 料 ２ − １ （ 計 画 概 要 版 ） を お 願 い し た い 。  

現 在 の 図 書 館 基 本 計 画 は 、 平 成 2 1 年 5 月 に 策 定 委 員 会 を 設 置 し 、 パ

ブ リ ッ ク コ メ ン ト の 募 集 を 経 て 、 委 員 会 か ら 報 告 さ れ た 基 本 計 画 案 を 基

に ま と め た も の で あ る 。  

「 １  計 画 の 位 置 づ け 」 で あ る が 、 平 成 2 3 年 度 の 武 蔵 野 プ レ イ ス 開

設 に よ り 、 市 内 ３ 駅 勢 圏 に 一 定 規 模 の 図 書 館 を １ 館 ず つ 設 置 す る ３ 館 構

想 が 実 現 さ れ た 。 ま た 、 情 報 化 の 進 展 、 市 民 活 動 の 発 展 、 超 高 齢 化 社 会

の 到 来 に よ る 生 涯 学 習 機 会 の ニ ー ズ の 高 ま り と い っ た 社 会 環 境 の 変 化 も

あ り 、 武 蔵 野 市 立 図 書 館 の あ る べ き 姿 の 明 確 化 と そ の 実 現 に 向 け て 、 必

要 な 施 策 を 網 羅 的 ・ 体 系 的 に 整 理 す る こ と を 目 的 に 策 定 さ れ た 。  

本 計 画 は 、 教 育 ・ 文 化 行 政 推 進 の た め の 基 本 計 画 と し て 策 定 さ れ て

い る 「 武 蔵 野 市 生 涯 学 習 計 画 」 の 図 書 館 部 分 に つ い て 整 理 し た 個 別 計 画

と し て 位 置 づ け ら れ 、 平 成 22 年 度 か ら 平 成 31 年 度 ま で の 10 年 間 を 計
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画 期 間 と し 、 必 要 に 応 じ て 計 画 期 間 中 に 見 直 し を 行 っ て い く こ と と さ れ

て い る 。  

 

本 計 画 は 「 第 １ 章  計 画 の 位 置 づ け 」 、 「 第 ２ 章  武 蔵 野 市 立 図 書

館 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題 」 、 「 第 ３ 章  基 本 方 針 」 、 「 第 ４ 章  実 施 計

画 」 、 「 第 ５ 章  計 画 の 実 現 に 向 け て 」 の 全 ５ 章 か ら 構 成 さ れ て い る 。  

 

第 ３ 章 「 基 本 方 針 」 の な か で 武 蔵 野 市 立 図 書 館 が 目 指 す 将 来 像 と し

て 次 の ４ 点 を 示 し て い る 。  

① 「 図 書 や 読 書 の 大 切 さ と 喜 び を 実 感 出 来 、 本 の あ る ラ イ フ ス タ イ ル を

提 案 ・ 創 造 す る 図 書 館 」  

・ 読 書 の 楽 し さ や 新 た な 知 識 を 得 る 喜 び を 生 み 出 す 機 会 の 提 供 、 図

書 館 以 外 の 場 所 で の サ ー ビ ス ポ イ ン ト 設 置 を 進 め 、 利 用 者 の 身 近

に 本 の あ る 、 豊 か な ラ イ フ ス タ イ ル を 提 案 す る 図 書 館 を 目 指 す 。  

② 「 す べ て の 人 の 学 び を 支 援 す る 図 書 館 」  

・ 武 蔵 野 市 に 住 み 、 働 き 、 学 ぶ す べ て の 人 の 学 び を 支 援 す る 拠 点 と

な る 図 書 館 を 目 指 す 。  

③ 「 地 域 住 民 の 課 題 解 決 を 支 援 す る 図 書 館 」  

・ 多 様 な 資 料 を 活 用 し て 生 活 情 報 に ア ク セ ス し や す い 環 境 を 構 築 し 、

地 域 住 民 の 様 々 な 課 題 解 決 を 支 援 す る 図 書 館 を 目 指 す 。  

④ 「 人 々 が 交 流 し 文 化 を 創 造 す る 地 域 拠 点 と し て の 図 書 館 」  

・ 様 々 な 知 識 や 情 報 、 そ し て 人 々 が 出 会 い 、 交 流 し 、 新 し い 文 化 を

創 造 し て い く た め の 役 割 を 果 た す 図 書 館 と し て 、 市 民 の 知 的 な 活

動 を 育 み 、 地 域 文 化 の 創 造 を 支 援 す る 図 書 館 を 目 指 す 。 こ の 将 来

像 を 実 現 し た も の が 武 蔵 野 プ レ イ ス で あ る と 考 え て い る 。  

 

「 ３  施 策 体 系 」 を ご 覧 い た だ き た い 。  

武 蔵 野 市 図 書 館 の 「 目 指 す 将 来 像 」 を 実 現 す る た め に 「 図 書 館 施 設

・ 機 能 の 充 実 」 、 「 安 心 し て 利 用 で き る 図 書 館 環 境 の 構 築 」 、 「 質 の 高

い サ ー ビ ス を 支 え る 体 制 整 備 」 の ３ 項 目 を 、 ま た 図 書 館 サ ー ビ ス に 関 す

る 項 目 と し て 「 地 域 の 情 報 拠 点 と し て の 情 報 の 蓄 積 」 、 「 市 民 や 関 係 機

関 と 連 携 し た サ ー ビ ス の 充 実 」 、 「 図 書 館 の 活 用 と 情 報 収 集 の 支 援 」 、

「 市 民 の 学 び と 課 題 解 決 の 支 援 」 、 「 利 用 対 象 者 別 の 図 書 館 サ ー ビ ス の

充 実 」 の ５ 項 目 を あ げ 、 そ れ ぞ れ 具 体 的 な 施 策 と そ れ を 進 め て い く た め

の 主 な 事 業 に つ い て 記 載 し て い る 。  
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「 ４  計 画 の 実 現 に 向 け て 」 で は 、 図 書 館 サ ー ビ ス と 事 業 進 捗 の 評 価

を 実 施 し 、 本 計 画 の 進 捗 管 理 を 行 っ て い く こ と を 記 載 し て い る 。  

 

続 い て 「 資 料 ２ － ２ 」 に 、 今 回 の 委 員 の 皆 さ ま に 討 議 願 い た い 内 容

を ま と め た 。  

ま ず 、 「 市 民 に 対 す る こ れ か ら の 生 涯 学 習 支 援 に お け る 、 本 市 図 書

館 が 果 た す べ き 役 割 に つ い て 」 は 、 つ ま り 「 理 念 」 と も 言 え る も の で 、

概 念 的 に 一 文 で 表 現 で き た ら 、 と 考 え て い る 。  

次 に １ を 踏 ま え 計 画 改 定 に 伴 い 想 定 す る 課 題 と し て 、 次 の ５ 点 を 挙

げ る 。  

① 中 央 図 書 館 を 中 核 と し た 図 書 館 行 政 、 運 営 の あ り 方  

② 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 で 定 め る 類 型 別 施 設 整 備 計 画 （ 図 書 館 整 備 計

画 ） の 策 定  

③ 資 料 収 集 、 整 備 の あ り 方 （ 資 料 収 集 方 針 （ 電 子 図 書 等 ） 、 除 籍 基 準 ）  

④ 学 校 連 携 の 方 向 性  

⑤ 来 館 困 難 者 、 利 用 困 難 者 に 対 す る サ ー ビ ス  

 

説 明 は 以 上 で あ る  

 

【 委 員 長 】  

以 上 に つ い て 質 問 が あ れ ば ど う ぞ 。  

 

【 委 員 】  

現 在 、 武 蔵 野 プ レ イ ス と 吉 祥 寺 図 書 館 は 指 定 管 理 者 制 度 を 導 入 し て

お り 、 中 央 図 書 館 は 直 営 だ が 、 中 央 図 書 館 の 運 営 形 態 に つ い て 市 と し て

の 方 向 性 は 定 ま っ て い る か 。 も し く は 、 将 来 的 な 運 営 形 態 も こ の 策 定 委

員 会 に お け る 検 討 課 題 と 考 え て よ い か 。  

 

【 図 書 館 長 】  

こ の 策 定 委 員 会 に お い て ご 検 討 願 い た い 。  

 

【 委 員 長 】  

他 に な い か 。  

（ こ れ 以 上 の 意 見 な し 。 ）  
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ま た 疑 問 や 質 問 な ど あ っ た ら 、 事 務 局 に 。  

次 の 議 題 に 移 る 。 事 務 局 よ り 説 明 を 。  

 

★ 議 題 （ ３ ）  「 基 礎 調 査 の 実 施 結 果 に つ い て 」  

【 図 書 館 長 】  

資 料 ３ − １ 、 ３ − ２ を お 願 い し た い 。 概 要 版 を 見 な が ら ご 説 明 す る 。  

図 書 館 基 本 計 画 改 定 及 び 、 武 蔵 野 ふ る さ と 歴 史 館 管 理 運 営 基 本 方 針

改 定 の 基 礎 資 料 と す る た め 、 1 5 歳 以 上 の 市 民 を 対 象 と し た 市 民 ア ン ケ

ー ト 調 査 を 実 施 し た 。 2 ,00 0 名 に 送 付 し 55 7 名 か ら 回 答 を 頂 き 有 効 回 収

率 は 27.0％ 。 前 回 2 4 年 度 （ 2 5 年 ２ 月 ） 実 施 時 は 、 3 ,000 人 に 送 付 、

858 名 か ら 回 答 、 有 効 回 収 率 は 28.5 %（ 85 6 人 ） で あ っ た の で 、 概 ね 同

程 度 の 回 収 率 と な っ た 。  

回 答 者 の 属 性 は ほ ぼ 満 遍 な く 分 布 し て い る 。 質 問 項 目 は 、 前 半 が 図

書 館 に 関 し て 、 後 半 は 武 蔵 野 ふ る さ と 歴 史 館 （ 以 下 、 ふ る さ と 歴 史 館 ）

に 関 し て で あ る が 、 ふ る さ と 歴 史 館 に つ い て は 本 委 員 会 と は 関 係 な い の

で 説 明 は 割 愛 す る 。  

 

（ 以 下 、 ま る 付 き 数 字 は 、 資 料 の 番 号 ）  

読 書 状 況 と し て は 、 ① 82 .3 %が 毎 月 本 を 、 63 .1 %が 雑 誌 を 読 む と 回 答

し て お り 、 前 回 79 .2%、 61. 8%と 大 き な 差 異 は 見 ら れ な か っ た 。 ② 入 手

経 路 に 「 図 書 館 」 を あ げ た の は 、 本 44 .1% 、 雑 誌 26 .7% 。 本 は 前 回

47.8%で あ っ た の で 若 干 減 少 し た が 、 雑 誌 は 17 .8%と 逆 に 8. 9 ポ イ ン ト

増 加 し た 。 い ず れ も 「 購 入 （ 本 69 .8%、 雑 誌 5 5.9 %） 」 よ り は 少 な い 。  

③ 調 べ も の は 83.3 %が イ ン タ ー ネ ッ ト で 行 い （ 前 回 72.3 %） 、 ⑤ 電 子

図 書 の 利 用 経 験 は 33.7%と 、 い ず れ も 前 回 調 査 （ 10.5 %） よ り 大 き く 伸

び て い る 。 ⑦ 電 子 書 籍 を 利 用 し た い 端 末 と し て は 、 ス マ ー ト フ ォ ン が

40.3%と ト ッ プ に な り 、 前 回 の 26.4 %よ り 大 幅 に 伸 び た 。  

 

図 書 館 利 用 の 状 況 と し て は 、 ① 63.3 %が 過 去 一 年 以 内 に 図 書 館 を 利 用

し た こ と が あ る と 回 答 し た （ 前 回 64 .3%） 。 ② 利 用 し な い 理 由 と し て は 、

46%が 本 や 雑 誌 は 購 入 し て 読 む と 回 答 し て い る （ 前 回 47. 3%） 。  

⑥ 満 足 度 に 関 し て は 、 8 7.4 %が 満 足 、 又 は や や 満 足 と 回 答 し て い る 。

前 回 は こ の 数 値 が 46.3%で あ っ た た め 大 幅 増 で あ る が 、 こ れ は こ の 間 の

図 書 館 の 努 力 の 結 果 で あ る と と も に 、 前 回 は 「 ふ つ う 」 と い う 評 価 項 目

が あ っ た た め と 考 え ら れ る 。 前 回 調 査 結 果 で 、 「 満 足 」 「 や や 満 足 」 に
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こ の 「 ふ つ う 」 （ 3 8.7%） を 足 す と 85. 1%と 、 今 回 と 近 い 数 値 に な る 。  

図 書 館 に つ い て 、 ④ 今 後 の 図 書 館 サ ー ビ ス の 方 向 性 へ の 意 見 で は 、

Ａ 「 本 を 借 り た り 、 く つ ろ い で 読 ん だ り 」 と い う 従 来 型 の 利 用 形 態 が

87.6%と も っ と も 高 く 、 次 に Ｃ 「 地 域 ・ 市 民 活 動 の 拠 点 、 青 少 年 の 居 場

所 」 が 55 .2%と 半 数 超 え 、 Ｂ 「 課 題 解 決 型 図 書 館 」 は 45.1%、 Ｄ 「 ビ ジ

ネ ス 支 援 」 は 26 .1%で あ っ た 。  

⑤ ボ ラ ン テ ィ ア は 48.2%に 意 向 が あ る が 、 ⑥ そ の う ち 50 %が 、 返 本 や

書 架 整 理 と い っ た 、 図 書 館 ら し い 内 容 の ボ ラ ン テ ィ ア を 希 望 し て い る こ

と が わ か っ た 。  

 

【 委 員 長 】  

以 上 に つ い て 質 問 が あ れ ば ど う ぞ 。  

 

【 委 員 】  

ア ン ケ ー ト 調 査 で 、 も う ひ と つ の 調 査 対 象 施 設 と な っ て い る ふ る さ

と 歴 史 館 と は 、 何 か 連 携 等 は 行 わ れ て い る の か 。  

 

【 図 書 館 長 】  

ふ る さ と 歴 史 館 は 、 武 蔵 野 市 の 公 文 書 館 と し て の 役 割 も 担 う こ と に

な っ て い る 。 現 在 、 市 の 古 文 書 的 な も の は 中 央 図 書 館 、 映 像 ア ー カ イ ブ

な ど は 武 蔵 野 プ レ イ ス が 有 し て い る が 、 今 後 は 、 こ れ ら の 歴 史 的 文 書 ・

公 文 書 な ど の 保 管 に つ い て 、 ふ る さ と 歴 史 館 と の 間 で 整 理 し 、 連 携 や す

み わ け を 検 討 し て い く 予 定 で あ る 。  

 

【 委 員 】  

今 回 の 計 画 検 討 に も 関 係 し そ う に 思 わ れ る 。  

 

【 図 書 館 長 】  

現 在 も 、 中 央 図 書 館 で 行 な っ て い る 古 文 書 講 座 に ふ る さ と 歴 史 館 の

学 芸 員 が 来 て 担 当 の 先 生 と 協 力 し て 開 催 す る な ど の 連 携 は 行 わ れ て い る 。  

 

【 委 員 】  

歴 史 資 料 の 管 理 な ど が ふ る さ と 歴 史 館 に 移 る の で あ れ ば 、 そ の ぶ ん 、

既 存 の 図 書 館 は 新 し い 役 目 を 担 う 必 要 性 が 出 る か も し れ ず 、 図 書 館 活 動

の 変 化 の ポ イ ン ト に な る 可 能 性 が あ る 。  
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【 委 員 】  

調 査 結 果 の 「 読 書 状 況 、 図 書 ・ 資 料 入 手 の 方 法 な ど  ② 本 ・ 雑 誌 の

入 手 経 路 」 で 、 「 雑 誌 を 図 書 館 で 借 り る 」 と い う 人 が 前 回 か ら ９ ポ イ ン

ト 上 が っ た と の こ と だ が 、 そ の 差 は 有 意 な も の と 考 え て よ い か 。 ま た 、

こ の 結 果 に つ い て ど の よ う に 考 え る か 。  

 

【 図 書 館 長 】  

ご 指 摘 の と お り 、 書 籍 は 図 書 館 で 借 り る 人 が 前 回 調 査 よ り 減 っ て 購

入 が 微 増 、 雑 誌 は 逆 に 図 書 館 で 借 り る 人 が 増 え て 購 入 が 減 る 、 と い う 結

果 で あ っ た 。  

 

【 委 員 長 】  

武 蔵 野 プ レ イ ス に は 雑 誌 が 多 く 所 蔵 さ れ て い る こ と の 認 知 が 影 響 し

て い る の で は な い か 。  

 

【 委 員 】  

武 蔵 野 プ レ イ ス の 雑 誌 コ ー ナ ー は 入 り 口 近 く に あ り 目 に つ き や す く 、

種 類 も 豊 富 で 利 用 し や す い 。 こ れ が 影 響 し て い る と 考 え る 。  

 

【 図 書 館 長 】  

調 査 結 果 の 有 意 差 に つ い て は 、 今 回 の 票 数 で あ れ ば 、 概 ね ５ ％ 以 上

の 差 が あ れ ば 有 意 と い え る 。  

 

【 委 員 】  

 吉 祥 寺 図 書 館 で も 雑 誌 を 充 実 す る と 、 こ の 結 果 は も っ と 上 が る の で は な

い か 。 た だ 、 出 版 社 や 書 店 等 か ら み る と 喜 ば し く な い 結 果 か も し れ な い が 。  

 

【 委 員 】  

休 廃 刊 に な る 雑 誌 が 増 え て い る こ と も 影 響 し て い る の で は 。 ま た 、

現 在 で は 、 雑 誌 は ほ と ん ど コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア で 買 わ れ 書 店 流 通 自 体

が 減 少 し て い る の で 、 図 書 館 に 流 れ て い る こ と も 考 え ら れ る 。 図 書 館 で

は 、 雑 誌 は 大 量 に 置 く こ と で 広 く 認 知 さ れ る 傾 向 が あ る の で 、 武 蔵 野 プ

レ イ ス の 成 功 も そ の 結 果 で あ ろ う 。 こ の 成 功 を 他 の 図 書 館 に 取 り 込 む こ

と も 必 要 と 思 う 。  
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一 方 で 、 「 増 や し て 欲 し い 蔵 書 」 の 一 位 に 「 小 説 ・ エ ッ セ イ な ど の

新 刊 本 」 が 挙 が っ て い る の は 、 出 版 関 係 者 が 見 た ら あ ま り 快 い 結 果 で は

な い と 思 う 。  

雑 誌 に つ い て は 、 専 門 性 が 高 い 、 市 民 の 調 査 研 究 に 役 立 つ も の が 読

ま れ て い る な ら 良 い が 、 簡 単 に 手 に 入 る 雑 誌 ば か り が 手 に 取 ら れ て い る

な ら 問 題 で あ る 。  

「 図 書 館 を 利 用 し て い な い 理 由 」 で 「 本 や 雑 誌 は 購 入 し て 読 ん で い

る か ら 」 が 他 の 自 治 体 と 比 べ て 非 常 に 高 く 、 市 民 の 所 得 の 高 さ が 顕 著 に

現 れ て い る 。 一 方 で 、 そ れ な の に 「 小 説 ・ エ ッ セ イ な ど の 新 刊 本 を 増 や

し て ほ し い 」 が 高 い の は 矛 盾 し て お り 、 図 書 館 活 動 の 本 質 が 市 民 に 完 全

に は 浸 透 し て い な い と い う 課 題 も 感 じ る 。  

 

【 委 員 長 】  

「 知 り た い こ と を 調 べ る 方 法 」 で 、 「 イ ン タ ー ネ ッ ト で 」 が 前 回 調

査 で 72.3％ だ っ た の が 今 回 83.3％ に な っ た と の こ と だ っ た が 、 「 図 書

館 で 」 の 前 回 の 数 値 を 知 り た い 。  

 

【 図 書 館 長 】  

前 回 は 10 .6％ で あ っ た の で 、 今 回 の 8.5％ に 比 べ て 2. 1 ポ イ ン ト 下

が っ て い る 。  

 

【 委 員 】  

調 査 報 告 書 本 編 で 「 知 り た い こ と を 調 べ る 方 法 」 の 結 果 を 詳 し く 見

る と 、 年 齢 層 に よ る 差 異 が 大 き く 、 1 0 代 で は 「 イ ン タ ー ネ ッ ト で 」 が

100％ と な っ て い る 。 10 年 後 を 考 え る と こ の 結 果 は 着 目 す べ き も の で あ

ろ う 。 ウ ェ ブ や イ ン タ ー ネ ッ ト を 、 図 書 館 サ ー ビ ス と し て 、 ま た 調 べ 物

対 応 と し て ど の よ う に 活 用 し て い く の か 、 踏 み 込 ん で 計 画 に 盛 り 込 ん で

い く こ と が 必 要 と 思 わ れ る 。  

ま ず は ホ ー ム ペ ー ジ の 整 備 が 重 要 で あ ろ う が 、 将 来 、 調 べ 物 を す る

際 に 図 書 館 が 選 ば れ る よ う な あ り 方 も 含 め て 、 検 討 が 求 め ら れ る よ う に

思 う 。  

 

【 委 員 】  

一 般 に 、 図 書 館 が 情 報 拠 点 で あ り 、 情 報 を 得 る 際 に 相 談 に の っ て く

れ る 場 で あ る 、 と い う こ と へ の 認 知 度 が 低 い 。 こ れ が 大 き な 課 題 で あ る 。
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「 レ フ ァ レ ン ス ・ サ ー ビ ス 」 と い う 言 葉 も 知 ら な い 人 が 多 い 。 図 書 館 が

情 報 セ ン タ ー で あ る こ と 、 そ の た め に 職 員 の 研 修 も 行 う こ と 、 そ う い っ

た こ と の 認 知 度 を 高 め て い く こ と が 大 切 で あ る 。  

 

【 委 員 】  

図 書 館 で は 、 人 気 の 本 は 予 約 が い っ ぱ い で 書 架 に は 見 当 た ら な い 。

し か し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 え ば 、 蔵 書 と し て は 存 在 し て い る が 全 て 貸

出 中 で あ る と わ か り 、 予 約 も 入 れ ら れ る 。 つ ま り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト が 使

え れ ば 図 書 館 を 十 全 に 活 用 で き る が 、 使 え な い 人 は 図 書 館 に あ る 書 籍 等

の 情 報 を 得 る こ と す ら 難 し い と い う の が 現 実 。 認 知 度 を 高 め る の で あ れ

ば 「 イ ン タ ー ネ ッ ト が あ れ ば 図 書 館 を さ ら に 活 用 で き る 」 と 知 ら せ る 方

が 、 現 実 的 な 利 用 し や す さ に つ な が る と 思 う 。  

論 文 な ど 専 門 分 野 に つ い て は レ フ ァ レ ン ス ・ サ ー ビ ス も 必 要 で あ ろ

う が 、 図 書 館 が 相 談 に の っ て く れ る と こ ろ と い う イ メ ー ジ は 、 若 い 人 た

ち を 中 心 に 、 ほ と ん ど な い 。 今 後 、 そ の 傾 向 は 強 く な っ て い く の で は な

い か 。  

 

【 委 員 】  

昨 今 、 図 書 館 の 関 係 者 は 「 図 書 館 に は イ ン タ ー ネ ッ ト で は 解 決 で き

な い よ う な 、 ハ イ レ ベ ル な 情 報 提 供 が 必 要 」 と 考 え て い る 。  

イ ン タ ー ネ ッ ト で 検 索 し て 何 万 件 も ヒ ッ ト し て も 、 全 て は 見 る こ と

は で き な い し 、 上 位 に ヒ ッ ト し た も の だ け 読 ん で も 浅 い 情 報 と な り が ち 。

本 当 に 何 か を 調 べ る と い う の は 深 い も の が あ る の で 、 図 書 館 に は 、 簡 単

な 検 索 で は 出 て こ な い 情 報 の 提 供 や 、 デ ー タ ベ ー ス ・ サ ー ビ ス な ど 深 い

調 べ 方 の 案 内 な ど が 必 要 で あ ろ う 。 こ れ を 実 現 す る た め に は 、 職 員 研 修

が 相 当 重 要 で あ る 。  

 

【 委 員 】  

イ ン タ ー ネ ッ ト の 検 索 サ イ ト で 勤 務 し て い た 経 験 か ら 言 う と 、 イ ン

タ ー ネ ッ ト と 対 決 姿 勢 を と る と 図 書 館 は 滅 び る 。 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ り 、

既 に 日 本 の 図 書 館 は 撤 退 戦 を 強 い ら れ て い る と 感 じ る 。  

日 本 の 図 書 館 の 多 く は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 情 報 を 不 確 か な も の と し

て 距 離 を 置 い て き た 。 し か し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で わ か ら な い こ と は ２ 割 、

人 生 で 必 要 な こ と の ８ 割 は イ ン タ ー ネ ッ ト で わ か る と い え る 。  

イ ン タ ー ネ ッ ト は 日 々 進 化 し て い る 。 確 か に ネ ッ ト 上 に は 嘘 の 情 報
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も あ る が 、 そ れ を 是 正 す る 余 地 も あ る 。 こ れ に 対 し て 、 図 書 館 が 「 イ ン

タ ー ネ ッ ト は 嘘 の 情 報 、 図 書 館 は 正 し い 情 報 」 と い う 立 場 か ら 対 応 し よ

う と す る と 負 け る だ ろ う 。  

情 報 に は 、 「 駅 ま で の 最 短 の 道 の り 」 の よ う に 正 し い 回 答 が あ る も

の と 、 人 間 関 係 の 悩 み 事 の よ う に 本 人 が 考 え た り 決 断 し た り す る し か な

い も の が あ る 。  

前 者 は I T で ほ ぼ 解 決 で き る の で 、 図 書 館 が イ ン タ ー ネ ッ ト を 内 包 し

て 対 応 し て い く こ と が 考 え ら れ る 。 後 者 を 解 決 で き る 日 は 永 遠 に 来 な い

で あ ろ う が 、 そ の 判 断 の 補 助 と な る も の を 図 書 館 が 示 す こ と は で き る だ

ろ う 。 そ う い っ た 関 係 性 で や っ て い く こ と が 大 切 と 思 う 。  

 

【 委 員 】  

今 の お 話 の よ う な 図 書 館 と イ ン タ ー ネ ッ ト の 連 携 に つ い て 、 具 体 的

に イ メ ー ジ で き る 例 は あ る か 。  

 

【 委 員 】  

例 え ば 「 ウ ィ キ ペ デ ィ ア タ ウ ン 」 と い う も の が あ る 。 ウ ィ キ ペ デ ィ

ア に あ る 地 域 （ エ リ ア 、 観 光 名 所 、 文 化 財 等 ） の 記 述 を 、 図 書 館 に あ る

資 料 を 活 用 し て よ り 信 頼 性 が 高 い も の に し て い こ う と す る 活 動 で 、 東 久

留 米 市 の 図 書 館 が 先 駆 的 に 取 り 組 ん で い る 。 こ の 活 動 に よ り 、 IT 好 き

の 若 者 が 図 書 館 で 地 域 資 料 に あ っ て 感 動 す る な ど 、 新 た な 利 用 者 開 拓 に

も つ な が っ て い る 。  

ま た 、 日 本 に は ま だ な い が 、 8K 映 像 で 閉 架 書 庫 を 写 し て 画 面 を 触 る

だ け で 貸 し 出 す 、 ス マ ー ト フ ォ ン の ア プ リ で 利 用 者 カ ー ド 機 能 を 管 理 し 、

利 用 者 に 貸 出 し 業 務 を 行 わ せ る な ど も 、 技 術 的 に は 可 能 で あ る 。  

別 の 話 と な る が 、 調 査 報 告 書 本 編 を 見 る と 、 西 東 京 市 や 杉 並 区 の 図

書 館 を 使 っ て い る 人 が 多 く 見 ら れ る （ 西 東 京 市 の 図 書 館 を よ く 利 用 す る

： 17. 0％ 、 杉 並 区 の 図 書 館 を よ く 利 用 す る ： 2 1.3％ ） 。 地 域 に 良 い 図 書

館 が あ る こ と は 、 文 教 政 策 で あ る と 同 時 に 効 果 的 な 定 住 促 進 策 で も あ る 。

近 隣 自 治 体 と 張 り 合 う 必 要 は な い が 、 西 東 京 市 や 杉 並 区 の 図 書 館 を 選 択

し て い る 人 た ち の ニ ー ズ を き ち ん と 把 握 す る 必 要 が あ る の で は な い か 。  

 

【 委 員 】  

私 は 三 鷹 市 の 図 書 館 を よ く 利 用 す る 。 そ れ は 、 武 蔵 野 市 の 図 書 館 で

は 数 年 待 ち と 言 わ れ る 人 気 の 新 刊 小 説 が 、 三 鷹 市 の 図 書 館 で 予 約 す れ ば 、
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短 期 間 で 借 り ら れ る か ら で あ る 。 住 み や す い と い う こ と で は な く 、 借 り

や す い と い う 点 が 大 き い 。  

 

【 委 員 】  

西 東 京 市 と 武 蔵 野 市 は 入 り 組 ん で い る た め 、 地 理 的 な 関 係 で 西 東 京

市 の 図 書 館 を 使 っ て い る 人 も 結 構 い る と 思 う 。  

 

【 委 員 長 】  

他 に な い か 。  

（ こ れ 以 上 の 意 見 な し 。 ）  

次 の 議 題 に 移 る 。 事 務 局 よ り 説 明 を 。  

 

★ 議 題 （ ４ ）  「 今 後 の 会 議 予 定 に つ い て 」  

 

【 図 書 館 長 】  

資 料 ４ を お 願 い し た い 。  

各 回 、 資 料 ４ に お 示 し し た と お り テ ー マ で の 検 討 を お 願 い し 、 1 0 月

の 「 中 間 ま と め 案 」 で は 、 全 体 の ８ 割 程 度 の 完 成 を 目 指 し た い 。  

そ の 後 、 パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト な ど の 結 果 を 踏 ま え 、 修 正 を 加 え て 最

終 案 と し て 来 年 ２ 月 に と り ま と め る こ と を 想 定 し て い る 。  

 

【 委 員 】  

忙 し い の で 、 な る べ く 早 く 全 て の 委 員 会 日 程 を 決 定 し て ほ し い 。  

 

【 委 員 】  

図 書 館 の 視 聴 覚 ホ ー ル が 取 れ る 日 が 限 ら れ て い る と の こ と だ が 、 図

書 館 の た め の 委 員 会 で あ る か ら 、 こ の 策 定 委 員 会 が 最 優 先 で 使 っ て も よ

い の で は な い か 。  

 

【 委 員 】  

会 議 の 形 は い つ も こ ん な 感 じ か 。 ブ レ ー ン ス ト ー ミ ン グ の よ う な 形

式 で も よ い の で は な い か 。  

 

【 委 員 】  

場 所 は 、 で き れ ば 見 学 を 兼 ね て 、 ３ つ の 図 書 館 を 巡 回 す る こ と を 希
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望 し た い 。 そ う す れ ば 、 現 場 ス タ ッ フ の 声 も 聞 く こ と が で き る 。 委 員 に

も 職 員 に も 勉 強 に な る で あ ろ う 。  

ま た 、 毎 回 で な く て も よ い が 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ 形 式 や ブ レ ー ン ス ト

ー ミ ン グ で 検 討 を 進 め る こ と に 賛 成 で あ る 。 あ る い は 、 学 校 で 開 催 し て 、

学 校 図 書 館 や 子 供 達 の 様 子 を 見 る と い っ た 方 法 も あ る の で は な い か 。  

 

【 図 書 館 長 】  

３ つ の 図 書 館 を 巡 回 し な が ら の 開 催 は 予 定 し て い た 。 実 現 し て い き

た い 。  

 

＊ 日 程 調 整  

 

【 委 員 長 】  

第 ２ 回 は ４ 月 26 日 （ 木 ） 17 時 半 よ り 、  

第 ３ 回 は ５ 月 24 日 （ 木 ） 17 時 半 よ り 、  

第 ４ 回 は ６ 月 26 日 （ 火 ） 17 時 半 よ り 、 そ れ ぞ れ 開 催 す る 。  

会 場 は 、 ３ つ の 図 書 館 を は じ め と す る 武 蔵 野 市 の 施 設 と し 、 別 途 連

絡 す る 。  

 

【 委 員 】  

策 定 委 員 会 全 体 の イ メ ー ジ が わ か な い の で 、 こ の 時 期 に 何 を 決 め て

い か な け れ ば な ら な い と い う の が あ れ ば 、 公 開 し て も ら え な い か 。  

 

【 事 務 局 】  

資 料 ４ が そ れ に あ た る も の な の で 、 ご 参 照 願 い た い 。  

 

【 委 員 】  

資 料 説 明 を こ こ で 聞 く の は 時 間 が も っ た い な い の で 、 事 前 に 電 子 デ

ー タ な ど で 送 っ て ほ し い 。  

 

【 事 務 局 】  

で き る だ け 早 く に お 送 り で き る よ う 努 力 す る 。  

 

【 委 員 】  

中 央 図 書 館 の 書 庫 を 見 た い と 伝 え て あ る 。 委 員 会 の 前 な ど に 、 希 望
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す る 委 員 は 見 ら れ る よ う に し て ほ し い 。  

 

【 事 務 局 】  

そ の よ う に し た い 。  

 

【 委 員 長 】  

他 に な い か 。  

（ 特 に な し ）  

 続 い て  そ の 他  に 移 る 。  

 

★ ６  そ の 他  

【 委 員 長 】  

そ の 他 、 何 か あ る か 。  

（ 特 に な し ）  

 

【 委 員 長 】  

 以 上 で 第 １ 回 図 書 館 基 本 計 画 策 定 委 員 会 を 閉 会 す る 。  

 

以 上  
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